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略
　
　
年
　
　
譜

一
九
一二
七
年
十
月
　
　
　
新
潟
県
長
岡
市
に
生
ま
れ
る

一
九
五
六
年
三
月
　
　
　新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
卒
業

一
九
五
六
年
四
月
　
　
　
新
潟
大
学
教
育
学
部
入
学

一
九
六
〇
年
三
月
　
　
　
同

(中
学
校
社
会
科
)
卒
業

一
九
六
〇
年
四
月
　
　
　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

一
九
六
二
年
三
月
　
　
　
同
課
程

(
日
本
史
専
攻
)
修
了

一
九
六
二
年
三
月
　
　
　
文
学
修
士
の
学
位
授
与

(東
京
都
立
大
学
)

一
九
六
二
年
六
月
　
　
　
東
京
都
立
南
多
摩
高
等
学
校
教
諭

一
九
七
一
年
四
月
　
　
　東
京
都
立
向
丘
高
等
学
校
教
諭

一
九
八
〇
年
四
月
　
　
　
東
京
都
立
小
石
川
高
等
学
校
教
諭

一
九
八
四
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
講
師

一
九
八
八
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
九
四
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
九
年
三
月
　
　
　
博
士

(史
学
)
の
学
位
授
与

(東
京
都
立
大
学
)

一
九
九
九
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(二
〇
〇

一
年
三
月
ま
で
)

二
〇
〇
三
年
三
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
を
定
年
退
職

　
　
　
　
著
　
作
　
目
　
録

　
　
　
　
　

〔著
　
　
　
書
〕

千
町
歩
地
主
の
研
究
　
　
　
　
　
　
京
都
女
子
大
学
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年

千
町
歩
地
主
の
研
究

(続
)　
　
　

京
都
女
子
大
学
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年

千
町
歩
地
主
の
研
究

(皿
)　
　
　

京
都
女
子
大
学
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
年

近
世
大
地
主
制
の
成
立
と
展
開
　
　
吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
八
年

巨
大
地
主
経
営
の
史
的
搆
造
　
　
　
岩
田
書
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
一
年

千
町
歩
地
主
の
研
究

へW
)　
　
　

京
都
女
子
大
学
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
三
年

　
　
　
　
　

〔論
　
　

文
〕

幕
末
に
お
け
る
魚
沼
山
間
農
村
の
　
新
潟
大
学
教
育
学
部
長
岡
分
校
　
一
九
五
九
年

　
農
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
周
年
記
念
論
文
集

(中
野
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
と
共
著
)

新
田
開
発
地
帯
に
お
け
る
寄
生
地
　
史
学
論
考
七
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
〇
年

　
主
制
と
村
落
構
造

越
後
平
野
に
お
け
る
巨
大
地
主
制
　
歴
史
学
研
究
三
二
ご
　
　
　
　
　
一
九
六
六
年

　
に
つ
い
て

明
治
初
期
に
お
け
る
新
潟
県
の
地
　
越
佐
研
究
三
一　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
二
年

　
主
的
土
地
所
有
に
つ
い
て
の
一

　
考
察

明
治
初
年
に
お
け
る
街
道
沿
い
村
　
新
発
田
郷
土
誌
七
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
年

　
落
の
諸
営
業

明
治
初
年
に
お
け
る
地
主
制
の
展
　
地
方
史
新
潟
三
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年

　
開
に
つ
い
て

地
租
改
正
と
農
業
生
産
力
の
地
域
　
新
発
田
郷
土
誌
八
　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年

　
性
に
つ
い
て

幕
末

・
明
治
初
年
に
お
け
る
農
村
　
歴
史
学
研
究
四
一
八
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年

　
構
造
と
労
働
力
移
動
に
つ
い
て

米
作
単
作
地
帯
農
村
に
お
け
る
明
　
地
方
史
新
潟
七
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年

　
治
初
年
の
土
地
所
有
状
況
に
っ

　
い
て

近
世
後
期
越
後
平
野
に
お
け
る
大
　
小
村
弌
編

『近
世
越
後
、
佐
渡
　

一
九
七
六
年

　
地
主
制
に
つ
い
て
　

　

　

　
史
の
研
究
』

(名
著
出
版
)
所
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史 窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叡

本
間
恂

一
「地
租
改
正
と
地
主
豪
　
地
方
史
新
潟
一
〇
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年

　
農
層
の
動
向
」
批
評

小
藩
に
お
け
る
年
貢
収
奪
と
藩
財
　
　(新
潟
)
県
史
研
究

一　
　
　
　

一
九
七
七
年

　
政

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
地
主
的
　
北
島
正
元
編

『幕
藩
制
国
家
解
　

一
九
七
八
年

　
土
地
所
有
の
展
開
　
　
　
　
　
　
体
過
程
の
研
究
』　
(吉
川
弘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
)
所
収

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
農
民
闘
　
歴
史
評
論
三
四
八
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年

　
争
の
構
造

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
幕
末
期
　
地
方
史
研
究

一
六
三
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

　
の
農
村
構
造
と
地
主
小
作
関
係

　
の
展
開

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
地
主
経
　
北
島
正
元
編

『近
世
の
支
配
体
　

一
九
八
三
年

　
営
の
成
立
過
程
　
　
　
　
　
　
　
制
と
社
会
構
造
』　
(吉
川
弘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
)
所
収

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
質
営
業
　
小
村
弌
先
生
退
官
記
念
事
業
会
　
一
九
八
四
年

　
の
成
立
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
編

『越
後

・佐
渡
の
史
的
構
造
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(文
書
館
)
所
収

幕
末

・
明
治
初
年
、
米
作
単
作
地
　
史
窓
四
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年

　
帯
に
お
け
る
農
民
諸
階
層
の
存

　
在
状
況

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
大
地
主
　
歴
史
学
研
究
五
五
六
　
　
　
　
　
一
九
八
六
年

　
経
営
の
成
立
と
構
造

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る

「
地
主
　
さ
う
ん
日
本
文
化

一
一
六
秋
一　

一
九
八
六
年

　
文
化
」
の
一
側
面
　
　
　
　
　
　
七

明
治
初
期
米
作
単
作
地
帯
に
お
け
　
史
窓
四
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年

　
る
地
主
的
土
地
所
有
の
展
開
…

　
新
潟
県
頸
城
平
野
部
の
地
主
制

　
ω

質
地
騒
動
と
地
主
的
土
地
所
有
ー
　
史
窓
四
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年

　
新
潟
県
頸
城
平
野
部
の
地
主
制

　
②

幕
末

・
明
治
前
期
薪
潟
県
に
お
け
　
歴
史
教
育
論
考
七
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年

　
る
地
主
的
土
地
所
有
の
展
開
状

　
況
試
論

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
展
開
期

史
窓
四
八

　

　

　

　

　

　

一
九
九

一
年

　
大
地
主
経
営
の
構
造

近
世
前
期
の
江
戸
送
り
荷

　

　

　新
発
田
郷
土
誌

一
九

　

　

　
　
一
九
九

一
年

頸
城
質
地
騒
動
前
後
　
　
　
　
　
　
歴
史
学
研
究
六
三
六
　
　
　
　
　
一
九
九
二
年

近
世
後
期
に
お
け
る
地
主
的
土
地
　
史
窓
五
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年

　
所
有
の
展
開
ー
新
潟
県
頸
城
地

　
方
の
地
主
制
③

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
越
後
諸
藩
　
私
学
研
修

一
一
九
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年

　
の
動
向
と
巨
大
地
主

幕
末
期
頸
城
平
野
に
お
け
る
大
地
　
史
窓
五
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
五
年

　
主
経
営
の
構
造
と
展
開
ー
新
潟

　
県
頸
城
地
方
の
地
主
制
㈲

地
主
的
土
地
所
有
の
構
造
と
地
主
　
史
窓
五
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
八
年

　
経
営
i
新
潟
県
頸
城
地
方
の
地

　
主
制
⑤

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
大
地
主
　
史
窓
五
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
〇
年

　
経
営
の
基
礎
構
造
i
貸
付
地
経

　
営
を
中
心
に
i

幕
末

・
明
治
初
年
に
お
け
る
地
主
　
史
窓
五
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇

一
年

　
の
存
在
状
況

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
地
主
的
　
京
都
女
子
大
学
大
学
院
紀
要
一　

二
〇
〇
二
年

　
土
地
所
有
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
ー

「江
端
村
一
件
」
を
中
心
に

　
　
　
　
　

〔自
治
体
関
係
〕

新
発
田
市
史
　
上
　
第
四
編
二
章
二
節
　
　
　
　
新
発
田
市
　
　
　
　
一
九
八
〇
年
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第
五
編
三
章
四
章

新
発
田
市
史

下

第
六
編
二
章
～
四
節

　
　
新
発
田
市

　

　
一
九
八
一
年

新
潟
県
史
　
近
世
通
史
編
二
　
第
二
章

一　
　
　
新
潟
県
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年

　
節

一
項
2
・
3
村
落
構
造
の
変
化

(中
・
下

　
越
)

新
潟
県
史
　
近
世
通
史
編
三
　
第

一
章
第

一
節
　
新
潟
県
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年

　
第
三
項

生
田
万
の
乱

第
二
章
第

一
節

　
農
村
の
変
化
と
地
主
欄
の
展
開
　
第
五
章
第

　
二
節
一二項
　
諸
藩
の
政
治
動
向

(桑
名
藩
)

　
第
五
章
三
節
　
維
新
前
夜
の
民
衆

猪
名
川
町
史
H
　
延
宝
の
検
地
　
　
　
　
　
　
　
猪
名
川
町
　
　
　
　
一
九
八
九
年

加
茂
町
史
H
　
近
世
村
落
の
成
立
と
展
開

(村
　
加
茂
町
　
　
　
　
　
一
九
九

一
年

　
の
自
治
と
境
相
論
)
近
代
へ
の
胎
動

(耕
地

　
の
再
開
発
)

加
茂
町
史
皿
　
第

一
章
第
二
節
　
地
租
改
正
と
　
加
茂
町
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年

　
村
々

　
　
　
　
　

〔資
　
料

集
〕

新
潟
県
大
地
主
所
蔵
資
料
集
第
三
集
　
千
町
歩
　
農
政
調
査
会
　
　
　
一
九
六
一
年

　
地
主
市
島
家
の
構
造
　

一
章
、
二
章
、
五
章

同
右
　
第
四
集
　
千
町
歩
地
主
斎
藤
家
の
構
造
　
農
政
調
査
会
　
　
　
一
九
六
二
年

　
第

一
編
第
二
章

同
右
　
第
五
集
　
千
町
歩
地
主
田
巻
家
の
構
造
　
農
政
調
査
会
　
　
　
一
九
六
三
年

　
第

一
編
第
三
章
一
、
二
、
三
節

同
右
　
第
六
集
　
千
町
歩
地
主
白
勢
家
の
構
造
　
農
政
調
査
会
　
　
　
一
九
六
四
年

　
第

一
編
第
四
章
、
第
二
編
第

一
章

同
右

第
七
集
　
千
町
歩
地
主
原
田
巻
家
の
構
　
農
政
調
査
会
　
　
　
一
九
六
五
年

　
成

第

一
編
第
四
章

同
右
　
第
八
集
　
千
町
歩
地
主
二
宮
家
の
構
成
　
農
政
調
査
会
　
　
　
一
九
六
六
年

　
第

一
編
第
三
章
第

一
、
二
、
三
節
　
第
二
編

　
第

一
章

同
右

第
九
集
　
千
町
歩
地
主
今
井
家
の
構
成
　
農
政
調
査
会
　
　
　
一
九
六
七
年

　
第

一
編
第
三
章

第
二
編
第

一
章

新
潟
県
史
　
資
料
編
八

(近
世
3
)　
　
　
　
　
新
潟
県
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

　
　
　
　
　

〔そ
　
の
　
他
〕

思
い
出
す
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
北
島
正
元
先
生
追
悼
集
　
　
　
　
一
九
八
六
年

近
世
米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
巨
　
研
究
成
果
抄
録
集

(
昭
和
六
〇
　
一
九
八
五
年

　
大
地
主
経
営
の
研
究
　
　
　
　
　
年
度

・
京
都
女
子
大
学
)

近
世
米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
地
　
研
究
成
果
抄
録
集

(
昭
和
六
一　

一
九
八
六
年

　
主
展
開
に
関
す
る
研
究
　
　
　
　
年
度

・
京
都
女
子
大
学
)

近
世
米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
大
　
研
究
成
果
抄
録
集

(昭
和
六
二
　

一
九
八
七
年

　
地
主
の
存
在
構
造
に
関
す
る
研
　
年
度

・
京
都
女
子
大
学
)

　
究

日
本
歴
史
大
辞
典
　
村
上
藩

・
三
　
吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
二
年

　
日
市
藩

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
巨
大
地
　
文
部
省
報
告
書
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
年

　
主
の
生
成
過
程
に
関
す
る
研
究

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
巨
大
地
　
研
究
成
果
抄
録
集
4

(京
都
女
　
一
九
九
〇
年

　
主
の
生
成
過
程
に
関
す
る
研
究
　
子
大
学
)

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
巨
大
地
　
研
究
成
果
抄
録
集
5

(京
都
女
　
一
九
九
一
年

　
主
の
生
成
過
程
に
関
す
る
研
究
　
子
大
学
)

一
連
の
数
値
を
求
め
て
　
　
　
　
　
村
上
直
他
編

『
日
本
史
論
文
の
　

一
九
九
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
き
か
た
』
吉
川
弘
文
館

近
世
米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
巨
　
研
究
成
果
抄
録
集
6

(京
都
女
　

一
九
九
二
年

　
大
地
主
の
経
営
構
造
　
　
　
　
　
子
大
学
)

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
越
後
諸
藩
　
研
究
成
果
抄
録
集
7

(京
都
女
　

一
九
九
三
年

　
の
動
向
と
巨
大
地
主
　
　
　
　
　
子
大
学
)

京
都
醍
醐
町
に
生
き
た
人
々
　
　
　
ふ
ん
だ
り
け
一
七
九

(京
都
女
　

一
九
九
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
大
学
)

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
越
後
の
政
　
研
究
成
果
抄
録
集
8

(京
都
女
　

一
九
九
四
年

　
治
情
勢
と
大
地
主
　
　
　
　
　
　
子
大
学
)
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史 窓

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
地
主
経
　
研
究
成
果
抄
録
集
9

(京
都
女
　

一
九
九
五
年

　
営
の
成
立
と
展
開
　
　
　
　
　
　
子
大
学
)

阿
部
英
樹

『近
世
庄
内
地
主
の
生
　
社
会
経
済
史
学
六
一
・
三
　
　
　
一
九
九
五
年

　
成
』
書
評

渡
辺
尚
志
編

『米
作
単
作
地
帯
の
　
日
本
歴
史
五
八
二
　
　
　
　
　
　
一
九
九
六
年

　
村
落
社
会
』
書
評

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
巨
大
地
　
文
部
省
報
告
書
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
七
年

　
主
の
展
開
過
程
に
関
す
る
研
究

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
地
主
経
　
研
究
成
果
抄
録
集
11

(京
都
女
　

一
九
九
七
年

　
営
の
展
開
構
造
　
　
　
　
　
　
　
子
大
学
)

米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
巨
大
地
　
研
究
成
果
抄
録
集
12

(京
都
女
　

一
九
九
八
年

　
主
の
展
開
過
程
に
関
す
る
研
究
　
子
大
学
)
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